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(57)【要約】
　本発明は、バッグの内部にアクセスするための１つの
開口部（３）と、開口部（３）のためのロッキングシス
テムと、を備える、不正開封防止バッグ（１）に関する
。開口部（３）が、相補的な輪郭を有する対向する縁部
を有し、ロッキングシステムが、可動スライダ（５）と
、可動スライダ（５）を挿入可能である座部（６０）を
有するパドロック（６）と、上記座部に挿入された場合
に可動スライダを解放可能に保持するためのロッキング
手段と、を備え、可動スライダが、開口部の２つの縁部
と係合するように形作られ、閉鎖方向に動かされた場合
に、開口部の２つの縁部を係合させ、かつ閉鎖方向とは
反対方向に動かされた場合に、開口部の２つの縁部を解
放させる、可動要素（５０）を備える。可動スライダ（
５）は、使用者が閉鎖方向または閉鎖方向とは反対方向
に可動要素（５０）を移動できるように、可動要素（５
０）に接続された、把持手段（５２）をさらに備える。
パドロック（６）は、スライダ（５）の上止位置に近接
して配置され、これは、開口部（３）が閉鎖した状態に
対応し、パドロック（６）の座部（６０）は、パドロッ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　不正開封防止バッグ（１）であって、
　前記バッグの内部にアクセスするための少なくとも１つの開口部（３）と、
　前記少なくとも１つの開口部（３）のためのロッキングシステムであって、
　前記開口部（３）が、相補的な輪郭を有する対向する縁部を有し、
　前記ロッキングシステムが、
　可動スライダ（５）と、
　前記可動スライダ（５）を挿入可能である座部（６０）を有するパドロック（６）と、
前記座部（６０）に挿入された場合に前記可動スライダを解放可能に保持するためのロッ
キング手段と、を備え、
　前記可動スライダ（５）が、
　前記開口部（３）の２つの前記縁部と係合するように形作られ、閉鎖方向に動かされた
場合に、２つの前記縁部を係合させ、かつ前記閉鎖方向とは反対方向に動かされた場合に
、２つの前記縁部を解放させる、可動要素（５０）と、
　前記可動要素（５０）に接続され、使用者が前記閉鎖方向または前記閉鎖方向とは前記
反対方向に前記可動要素（５０）を移動できるようにする、把持手段（５２）と、
　を備える、ロッキングシステムと、
　を備え、
　前記パドロック（６）が、前記開口部（３）が閉鎖した状態に対応する、前記スライダ
（５）の上止位置に近接して配置され、
　前記パドロック（６）の前記座部（６０）が、前記パドロックを貫通する貫通孔を有し
、
　前記スライダ（５）の前記可動要素（５０）が、前記パドロックの前記貫通孔に挿入さ
れるように適合された金属端部（５０１）を有し、
　前記バッグが、前記パドロック（６）の前記貫通孔を通って前記可動要素（５０）の前
記金属端部（５０１）を引きつけ、前記パドロック（６）の前記ロッキング手段によって
係合される位置に前記可動要素（５０）を配置するために、前記パドロック（６）の下流
に配置された磁気要素（７）をさらに備える、
　ことを特徴とする、不正開封防止バッグ（１）。
【請求項２】
　前記磁気要素（７）が、引っ掛けレバー（８）に接続された圧縮ばね（８０）を収容す
るように適合されたハウジング（７２ｂ）を備え、前記引っ掛けレバー（８）が、前記ス
ライダの前記金属端部（５０１）の係合ヘッド（５０２）に遭遇した場合に解放され、前
記引っ掛けレバー（８）が前記金属端部（５０１）と結合する、請求項１に記載の不正開
封防止バッグ（１）。
【請求項３】
　前記金属端部（５０１）が、前記可動要素（５０）の単一部品としての延長部であり、
前記金属端部（５０１）が、前記可動要素（５０）の摺動方向に実質的に平行な方向に延
びる、請求項１または２に記載の不正開封防止バッグ（１）。
【請求項４】
　前記金属端部（５０１）が、実質的に円筒形である上部部分（５０１ｂ）と下部部分（
５０１ａ）とを備え、前記上部部分（５０１ｂ）と下部部分（５０１ａ）とが、前記金属
端部５０１の横断面が実質的に「８」字形となるように、接続部分（５０１ｃ）によって
接続されている、請求項３に記載の不正開封防止バッグ（１）。
【請求項５】
　前記バッグが、使用者の背中に装着可能であり、前記開口部（３）が、前記上止位置に
おいて、前記バッグが装着された場合に前記スライダ（５）が前記使用者の背中にあるよ
うに、経路に沿って延びている、請求項１から４のいずれか一項に記載の不正開封防止バ
ッグ（１）。
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【請求項６】
　前記バッグ（１）の区画に挿入されたＧＰＳ追跡装置をさらに備える、請求項１から５
のいずれか一項に記載の不正開封防止バッグ（１）。
【請求項７】
　軽量の金属メッシュで強化された素材で作られたケーシング（２）をさらに備える、請
求項１から６のいずれか一項に記載の不正開封防止バッグ（１）。
【請求項８】
　可動スライダ（５）と、
　前記可動スライダ（５）を挿入可能である座部（６０）を有するパドロック（６）と、
前記座部に挿入された場合に前記可動スライダを解放可能に保持するためのロッキング手
段と、
　を備え、
　前記可動スライダが、
　前記開口部（３）の２つの縁部を係合させるように形作られ、閉鎖方向に動かされた場
合に、前記開口部の２つの縁部を係合させ、かつ前記閉鎖方向とは反対方向に動かされた
場合に、前記開口部の２つの縁部を解放させる、可動要素（５０）と、
　前記可動要素（５０）に接続され、使用者が前記閉鎖方向または前記閉鎖方向とは前記
反対方向に前記可動要素（５０）を移動できるようにする、把持手段（５２）と、
　を備える、ロッキングシステムであって、
　前記パドロック（６）が、前記開口部（３）が閉鎖した状態に対応する、前記スライダ
（５）の上止位置に近接して配置され、
　前記パドロック（６）の前記座部（６０）が、前記パドロックを貫通する貫通孔を有し
、
　前記スライダ（５）の前記可動要素（５０）が、前記パドロックの前記貫通孔に挿入さ
れるように適合された金属端部（５０１）を有し、
　磁気要素（７）が、前記パドロック（６）の前記貫通孔を通って前記可動要素（５０）
の前記金属端部（５０１）を引きつけ、前記パドロック（６）の前記ロッキング手段によ
って係合される位置に前記可動要素（５０）を配置するために、前記パドロック（６）の
下流に配置される、
　ことを特徴とする、ロッキングシステム。
【請求項９】
　前記磁気要素（７）が、引っ掛けレバー（８）に接続された圧縮ばね（８０）を収容す
るように適合されたハウジング（７２ｂ）を備え、前記引っ掛けレバー（８）が、前記ス
ライダの前記金属端部（５０１）の係合ヘッド（５０２）に遭遇した場合に解放され、前
記引っ掛けレバー（８）が前記金属端部（５０１）と結合する、請求項８に記載のロッキ
ングシステム。
【請求項１０】
　前記可動要素（５０）の前記金属端部（５０１）が、前記可動要素（５０）の単一部品
としての延長部であり、前記金属端部（５０１）が、前記可動要素（５０）の摺動方向に
実質的に平行な方向に延びる、請求項８または９に記載のロッキングシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、身の回り品を安全に運ぶための用品の分野に関し、特に、不正開封防止バッ
グに関する。
【０００２】
　特に、本発明は、請求項１の前提部に記載の不正開封防止バッグに関する。
【背景技術】
【０００３】
　例えば、鞄、バックパック、通学鞄および旅行鞄などの日常使用のバッグは、長年にわ
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たり、書籍、学校用品、身の回り品、ビジネス文書および／または貴重品を運ぶための最
も普及した装置の１つであった。
【０００４】
　このようなバッグは、例えば、生地、布地または皮革などの柔軟な素材で作られている
ことが多く、典型的には、その外面に作られた閉鎖可能な開口部を介してアクセス可能な
１つ以上の内部区画と、使用者がバックを肩にかけることができるようにし、手を自由に
して、輸送の容易さという利点をもたらす、ショルダーストラップと、を備えている。
【０００５】
　このようなバッグを使用する際の主な欠点の１つは、スリや盗難をしばしば被ることで
ある。
【０００６】
　今日、そのような欠点を克服するための多くの解決策が存在する。例えば、特許文献１
は、自身を追跡できるようにＧＰＳユニットを備えたバックパックを開示し、他方、特許
文献２は、スリによる試みに対して、生地の耐切断性を高めるために、金属ワイヤで強化
された素材で作られたバックパックを提供することを開示している。
【０００７】
　しかし、そのような解決策においては、肩にかけて運ばれている状態のバックパックで
は、内容物を不正に取り出すためにスリが区画の蓋を開けているか否かを、使用者が気付
くことができないという欠点が克服されていない。
【０００８】
　このような欠点を克服するために、特許文献３は、ジッパーによって閉鎖可能な区画を
備えたバックパックを提供する方法を開示しており、このジッパーの辿る経路は、使用者
の背中と接触するバックパックの部分で終わる。
【０００９】
　このような解決策では、バックパックの装着中に区画が望ましくない仕方で開かれるこ
とを防止するが、装着されていない場合に区画が閉じていることが保証されない。
【００１０】
　一般的に、ジッパーが意図せず開かないようにするために、例えば、ジッパーのスライ
ダが意図せず開く方向にスライドしないようにし、衣服が意図せず開かないようにする、
磁気要素を提供する特許文献４に開示されている解決策や、ジッパーを閉じた状態に維持
するために引っ掛けレバーを備えたスライダを提供する特許文献５から知られている解決
策など、いくつかの解決策が知られている。ジッパーが意図せず開かないようにする他の
周知の解決策は、ジッパーのスライダの可動要素のプルタブを、自身の座部にロックする
パドロックを提供する。
【００１１】
　しかし、このような解決策は、弱い閉鎖であり、簡単に不正開封され、特定の技能なし
にすぐに回避でき、従って、スリの試みに対して有効な抑止力を提供しないため、スリに
よって望ましくない仕方で開封されることを防止しない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】米国特許出願公開第２０１５／００４１５１１号明細書
【特許文献２】中国実用新案第８７２０６３３７号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２００７／０６２９９６号明細書
【特許文献４】米国特許第３３２５８６９号明細書
【特許文献５】米国特許出願公開第２０１０／０２４３１１４号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明の目的は、従来技術の欠点を克服することである。
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【００１４】
　特に、本発明の目的は、望ましくない仕方でスリがバッグを開けることを防止する不正
開封防止バッグを提供することである。
【００１５】
　本発明の目的はまた、盤石かつ有効なロッキングシステムを備えた不正開封防止バッグ
を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明のこれらの目的および他の目的は、本明細書の不可分な部分である添付の特許請
求の範囲の特徴を実施する不正開封防止バッグによって達成される。
【００１７】
　本発明の根底にある考案は、バッグの内部にアクセスするための開口部と、開口部をロ
ックするシステムと、を備える、不正開封防止バッグを作製することを提供する。開口部
が、相補的な輪郭を有する対向する縁部を有し、ロッキングシステムが、可動スライダと
、可動スライダを挿入可能である座部が設けられたパドロックと、座部に挿入された場合
に可動スライダを解放可能に保持するためのロッキング手段と、を備え、可動スライダが
、
　－開口部の２つの縁部を係合させるように形作られ、閉鎖方向に動かされた場合に、開
口部の２つの縁部を係合させ、かつ閉鎖方向とは反対方向に動かされた場合に、開口部の
２つの縁部を解放させる、可動要素と、
　－可動要素に接続され、使用者が閉鎖方向または閉鎖方向とは反対方向に可動要素を移
動できるようにする、把持手段と、
　を備える。
【００１８】
　パドロックは、スライダの上止位置に近接して配置され、これは、開口部が閉鎖した状
態に対応し、パドロックの座部は、パドロックを貫通する貫通孔を有する。スライダの可
動要素は、パドロックの貫通孔に挿入されるように適合された金属端部を有し、バッグは
、パドロックの貫通孔を通って可動要素の金属端部を引きつけ、パドロックのロッキング
手段によって係合されるような位置に可動要素を配置するために、パドロックの下流に配
置された磁気要素をさらに備える。
【００１９】
　このような解決策により、パドロックと、パドロックを通過するスライダの可動要素と
、可動要素を保持することに加えて、パドロックのロッキング手段によってロックされる
ように可動要素を適切に配置できる、磁気要素と、を組み合わせて使用することにより、
回避するのが複雑かつ困難なロッキングシステムがバッグに備わり、その結果、スリに不
正開封を試みることを思いとどまらせることから、バッグの不正開封のリスクを大幅に低
減できる。
【００２０】
　このような解決策により、ロッキング手段によってロックされる要素となるようにスラ
イダの可動要素を設けるという事実により、切断または不正開封の試みを行うための要素
間には極めてわずかなアクセス空間しかない、盤石、小型かつ有効なロッキングシステム
がバッグに設けられるため、得られる不正開封防止バッグの安全性をさらに改善できる。
【００２１】
　本発明の一実施形態では、磁気要素は、引っ掛けレバーに接続された圧縮ばねを収容す
るように意図されたハウジングを備え、引っ掛けレバーが、スライダの金属端部の係合ヘ
ッドに遭遇した場合に解放され、引っ掛けレバーが金属端部と結合する。
【００２２】
　このような解決策により、たとえ、その後の金属端部との結合のために金属端部に遭遇
したときに自動的に解放される、引っ掛けレバーの存在自体が既知の機構であるとしても
、パドロックおよび磁気要素の提供との相乗効果での使用は、有利にも、バッグが不正開
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封されるのを防ぐために、より安全性および実用性の高いロッキングシステムを本発明に
よるバッグに与える、バッグをロックするシステムのさらなる改良であるため、不正開封
防止バッグの安全性をさらに改善できる。
【００２３】
　本発明のさらなる有利な特徴は、以下の説明および本発明の不可分な部分である添付の
特許請求の範囲から、さらに明らかになるはずである。
【００２４】
　以下、添付の図面において、例として提示するのであって、限定するものではない、非
限定的な実施例に関連して本発明を説明する。これらの図面は、本発明の異なる実施態様
および実施形態を示し、適切な場合には、異なる図面における類似の構造、構成部品素、
材料および／または要素を示す参照番号は、同様の参照番号によって示される。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明による不正開封防止バッグの背面図である。
【図２】図１の不正開封防止バッグの正面向きからの組立図である。
【図３】図２の拡大した細部（ロッキングシステム）の一部分の側面透視図である。
【図４】図３の第１の細部の一部分の拡大した細部（把持手段）の上面図である。
【図５】図２の細部（ロッキングシステム）の完全な側面拡大透視図である。
【図６】図３に示す細部の２つの拡大され、かつ動作可能に接続された細部（パドロック
およびスライダ）の正面図および側面透視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本発明は、様々な修正および代替構成が可能であるが、以下、例として、一部の非限定
的な実施形態を詳述する。
【００２７】
　ただし、本発明を特定の開示された実施形態に限定する意図はなく、むしろ、本発明は
、特許請求の範囲において定義された本発明の範囲内に含まれるすべての修正、代替構成
および均等物を包含することを意図していることを理解されたい。
【００２８】
　従って、以下の説明において、「例えば（ｆｏｒ　ｅｘａｍｐｌｅ）」「など（ｅｔｃ
．）」「または（ｏｒ）」の使用は、別段の記載がない限り、限定するものでも他を排除
するものでもない代替物を示す。「また（ａｌｓｏ）」の使用は、別段の記載がない限り
、「限定されないが、その中でも特に」を意味する。「を含む／を備える（ｉｎｃｌｕｄ
ｅｓ／ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）」の使用は、別段の記載がない限り、「を含む／を備えるが
、これに限定されない」を意味する。
【００２９】
　「上部（ｕｐｐｅｒ）」、「下部（ｌｏｗｅｒ）」、「上方（ａｂｏｖｅ）」、「下方
（ｕｎｄｅｒ）」などへの言及は、別段の記載がない限り、装置の取り付け状態である動
作条件に関連して意図されているものとする。
【００３０】
　本出願における「バッグ（ｂａｇｇａｇｅ）」という用語は、例えば、バックパック、
通学鞄、鞄、旅行鞄、スーツケース、ブリーフケース、トランクまたはケースなどの運搬
される身の回り品および／または書籍を保持することが意図される入れ物を意味する。
【００３１】
　図１は、本発明による不正開封防止バッグ１の背面組立図を示している。
【００３２】
　本明細書で示す好ましい実施形態では、バッグ１はバックパックであり、例えば、生地
、合成素材または皮革などの柔軟な素材で作られたケーシング２を備える。
【００３３】
　図２からわかるように、バックパックは、ケーシング２の内部の区画をアクセス可能と
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し、運ばれるべき物品や書類を挿入するための開口部３を備える。
【００３４】
　この目的のために、バックパックには、肩の上に装着でき、その一部により使用者の背
中に密着できるように、ケーシング２に締結される上端部および下端部が設けられた、シ
ョルダーストラップ、ベルトなど４が設けられている。
【００３５】
　好ましい実施形態では、開口部３におけるケーシング２の部分３ａは、軽量の金属ワイ
ヤで強化された素材で作られる。従って、有利なことに、バックパック構造は、スリのな
す望ましくない切断の試みに対してより高い機械的耐性を有する。
【００３６】
　バックパック１は、ロッキングシステムをさらに備え、ロッキングシステムは、図３で
は後述する磁気要素が設けられていない状態で示されているが、開口部３をしっかりとロ
ックすることができる、このようなシステムは、開口部に沿って自由に移動することがで
きるスライダ５を開口部毎に１つ含む。
【００３７】
　より詳細には、各開口部３が、互いに向かい合い、かつ相補的な輪郭で作られている、
ケーシング２の２つの縁部を含むとともに、スライダ５は、開口部の２つの縁部を係合さ
せるように形作られた可動要素５０を備える。
【００３８】
　可動要素５０により、開口部３を閉鎖する方向に摺動するときに、２つの縁部が係合さ
れ、反対に、閉鎖方向とは反対方向に動かされたときに、２つの縁部が解放される。
【００３９】
　例えば、縁部の相補的な輪郭は、一方の縁部に設けられ、かつ対向する縁部に配置され
た適切な座部と係合する、一連のフックから構成することができる、あるいは、このよう
な結合タイプの代替として、２つの螺旋であって、そのコイルが、ジッパーのように、相
互に貫入すると引っ掛かったままとなるような相補的な形状の変形を有する、２つの螺旋
を設けることもできる。
【００４０】
　可動要素５０はまた、図では見えなくても、一方の方向または他方の方向に摺動する際
に、２つの相補的な輪郭が一緒に係合する、または開くことを可能にするような角度で作
られた、「Ｙ」字形の経路が内部に設けられている。
【００４１】
　スライダ５は、図４に詳細に示す把持手段５２をさらに備えており、把持手段５２は、
使用者が可動要素５０を移動できるように、可動要素５０に接続される。図示の実施形態
では、把持手段５２は、小穴５２０を提供するプルタブ５２であり、可動要素５０上に形
成されたスロット５００に結合され、文字「Ａ」のような形状およびパドロックを再現す
るように形作られている。
【００４２】
　ロッキングシステムは、図６でよくわかるように、スライダ５が挿入される座部６０と
、スライダ５がそのような座部６０に挿入されたときにスライダ５を解放可能に保持する
ロッキング手段と、が設けられたパドロック６をさらに備える。
【００４３】
　特に、図３、図５および図６を参照すると、パドロックは、スライダ５の上止位置、す
なわち、開口部３が閉鎖した状態に対応する位置に近接して配置され、座部６０は、パド
ロック６を貫通する貫通孔を有する。
【００４４】
　詳細には、スライダ５が上止位置にあるとき、スライダ５の可動要素５０の金属端部５
０１が、パドロック６の貫通孔に挿入される。
【００４５】
　図示の実施形態では、金属端部５０１は、可動要素５０の単一部品としての延長部であ
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る。このような端部は、可動要素５０の摺動方向に実質的に平行な方向に延び、かつその
端部部分に係合ヘッド５０２が設けられている。
【００４６】
　図示の例では、金属端部５０１は、上部部分５０１ｂと下部部分５０１ａとを備え、上
部部分５０１ｂと下部部分５０１ａとが、両方とも実質的に円筒形であり、金属端部５０
１の延びる方向に対する横断面が実質的に「８」字形となるように形成された接続部分５
０１ｃに接続されている。
【００４７】
　係合ヘッド５０２において、金属端部５０１は、接続部分５０１ｃを通り、金属端部５
０１の延びる方向に平行である、軸線（α）上の先端Ａに向かって先細になっている。
【００４８】
　また、金属端部５０１は、下部部分５０１ａに形成された複数の凹部５０３によって間
隔を開けて割り込まれ、接続部分５０１ｃまで延びている。このような凹部は、パドロッ
ク６のロッキング手段６２を受けることが意図されており、本発明の好ましい実施形態で
は、パドロック６は番号式パドロックである。
【００４９】
　ロッキング手段６２は、金属端部５０１がパドロック６に挿入されたときに金属端部５
０１の上部部分５０１ｂの延びる軸を中心に回転するように意図されている、金属端部５
０１上に設けられた、好ましくは凹部５０３の数に等しい数の、番号付きディスクを備え
、図では、２つの凹部５０３と２つの番号付きディスク６２とが示されている。
【００５０】
　一実施形態では、番号付きディスクのそれぞれは、内歯歯車であり、このような内歯は
、パドロック６をロックする状態に歯車を回転させたときに、それぞれの凹部を受けるよ
うに意図された少なくとも１つの歯を含む。
【００５１】
　しかし、一般に、各番号付きディスクは、金属端部のそれぞれの凹部５０３を受けるよ
うに意図される中実部分と、支持要素６４が貫通して挿入され、かつディスクが結合され
る、貫通孔（図示せず）と、を備える。
【００５２】
　支持要素６４は、金属端部５０１の上部部分５０１ｂが摺動する座部６０を画定する凹
状部分を有し、その断面が、１８０°よりも広い範囲の円弧のような幾何学的形状を有す
る、中空の円筒形要素である。このような配置は、金属端部５０１がディスクを通過する
ことを可能にし、パドロック６の内部における適切な位置決めも助ける。
【００５３】
　スライダ５の上止位置では、各凹部５０３は、対応する番号付きディスク６２にあり、
ディスク６２は、パドロック６をロックする構成で回転させることによって、その中実部
分で金属端部５０１のそれぞれの凹部５０３を占め、従って、可動要素５０の摺動が阻止
される。
【００５４】
　図５を参照すると、バックパック１は、金属端部５０１がパドロック６の貫通孔を通過
するとき、磁気要素７が、金属端部５０１を引きつけ、パドロック６のロッキング手段６
２によって係合可能な位置に可動要素５０を配置させるように、パドロック６の下流に配
置された磁気要素７をさらに備えている。
【００５５】
　従って、閉鎖位置では、金属端部５０１は、パドロック６の貫通孔を通過し、磁気要素
７に磁気的に付着する係合ヘッド５０２を含む少なくとも一部分が貫通孔から通り抜けて
出る。
【００５６】
　好ましい実施形態では、磁気要素７には、可動要素５０の金属端部５０１の係合ヘッド
５２に遭遇したときに解放される引っ掛けレバー８がさらに設けられ、引っ掛けレバー８
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【００５７】
　より詳細には、図示の実施形態は、係合ヘッド５０２が磁石７０に接触できるようにす
る開口部７２ａを備えたエンクロージャ７２によって囲まれた磁石７０を備えるように、
磁気要素７を提供する。磁気要素７のエンクロージャ７２上には、引っ掛けレバー８の把
持端部８２に締結された圧縮ばね８０を収容するためのハウジング７２ｂがさらに設けら
れている。このようなばねは、レバーの把持端部８２を持ち上げたままにして、スライダ
５が上止位置に達した場合に、金属端部５０１の係合ヘッド５０２が引っ掛け端部８４で
レバー８に遭遇し、上記端部を付勢し、ばね８０によって加えられる保持力に逆らうこと
によって、引っ掛け端部８４を持ち上げ、これと係合するようにしている。
【００５８】
　この目的のために、係合ヘッド５２は、好ましくは、レバーの引っ掛け端部８４を持ち
上げるのを容易にすることと、破れ、生地もしくは布の表面またはジッパーの側面の壁と
の摩擦、および摺動の際に起こり得るあらゆる干渉を回避することと、の両方ために、そ
の先端近傍の部分５０２ａで丸みをつけられる。
【００５９】
　係合ヘッド５０２は、上面に、引っ掛け端部８４の形状と対になる幾何学的形状で作ら
れている凹部５０２ｂをさらに有するが、レバー８が金属端部５０１に引っ掛けられた状
態で、スライダ５が開口部３を閉鎖する方向と反対方向に移動するのを防止するように構
成されている。
【００６０】
　レバー８を金属端部５０１から解放するために、レバーの把持端部８２が設けられた部
分とは反対側にある部分に、磁気要素７の下部部分を取り囲む誘導路９を、バッグ１にさ
らに設けると有利である。このような誘導路は、その内部に１本以上の指を挿入する使用
者が磁気要素７をしっかりと保持し、他方の指、例えば親指によって、把持端部８２を有
効に押すことができるように作られる。
【００６１】
　上記の機能的および構造的な説明から、ここまで説明してきた不正開封防止バッグが、
どのようにして、提案された目的を解決し、言及した利点を実現するかは明らかである。
【００６２】
　当業者であれば、添付の特許請求の範囲に定義された本特許の保護の範囲から逸脱する
ことなく、上記の図を参照して説明した解決策に変更および変形を加えることが可能であ
ることは明らかである。
【００６３】
　例えば、図１に示すように、上止位置において、スライダ５は、使用者がバッグを肩に
乗せたときに、使用者の背中と接触するバッグの部分にあることを提供することが可能で
ある。
【００６４】
　さらなる実施形態では、バッグには、電話を受けて、大音量の着信音を鳴らすことがで
きる電話装置を収容するための開口部が設けられ、一般的な携帯電話に設けられた適切な
地理位置アプリケーションを介して追跡されるように、ＧＰＳ技術が設けられている。
【００６５】
　本発明のさらなる実施形態では、バッグは、使用者の背中と接触するように意図された
バッグ部分に設けられた隠しポケットを有し、ロッキングシステム、磁気要素および引っ
掛けレバーを含み、これらの要素を隠す。
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【要約の続き】
クを貫通する貫通孔を有する。上記スライダ（５）の可動要素（５０）は、パドロックの貫通孔に挿入されるように
適合された金属端部（５０１）を有し、バッグは、パドロック（６）の貫通孔を通って可動要素（５０）の金属端部
（５０１）を引きつけ、パドロック（６）のロッキング手段によって係合されるような位置に可動要素（５０）を配
置するために、パドロック（６）の下流に配置された磁気要素（７）をさらに備える。
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